
 

 

ラムサール条約推進国内連絡会議について 

 

１． ラムサール条約推進国内連絡会議（以下「連絡会議」と記す。）構成図 

 

 

２．連絡会議構成員 

（１） 外務省、文化庁、農林水産省、経済産業省、国土交通省及び環境省の各省からの

代表者が出席する。 

（２） 日本国際湿地保全連合代表者 

日本国際湿地保全連合から３名の代表者が出席する。 

（３） 登録湿地関係自治体代表者 

関係市町村会議幹事市町村からの代表者が、関係市町村の代表者として出席する。 

   北海道、宮城県、千葉県、新潟県、石川県、愛知県、滋賀県及び沖縄県の各関係道

県からの代表者が出席する。 

 

３．連絡会議の役割 

（１） ラムサール条約に関する情報交換 

（２） 条約の実施状況に関する情報交換 

（３） 国別報告書案作成の際の情報交換 
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別紙５


